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食品健康影響評価の結果の通知について  

平成17年8月23日付け厚生労働省発食安第0823001号及び平成18年7月  

18日付け厚生労働省発食安第0718016号をもって貴省から当委員会に対して求  

められたボスカリドに係る食品健康影響評価の結果は下記のとおりですので、食  

品安全基本法（平成15年法律第48号）第23条第2項の規定に基づき通知し  

ます。   

なお、食品健康影響評価の詳細は別添のとおりです。  

記  

ボスカリドの一日摂取許容量を0．044mg／kg体重／日と設定する。  
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要  約   

アニリド系化合物の殺菌剤である「ボスカリド」（IUPAC：2－クロローN－（4’・  

クロロビフェニル・2・イル）ニコチンアミド）について、各種試験成績を用いて  

食品健康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット）、植物体内運命（レタ  

ス、ぶどう、いんげんまめ）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、作物残留、  

急性毒性（ラット、マウス）、亜急性毒性（マウス、・ラット、イヌ）、慢性  

毒性（ラット、イヌ）、発がん性（マウス、ラット）、2世代繁殖（ラット）、  

発生毒性（ラット、ウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、催奇形性、遺伝毒性は認められなかった。発がん性試験  

では、有意差がないもののラットの甲状腺で腫瘍が認められたが、発生機  

序は非遺伝毒性メカニズムであり、本剤の評価にあたり聞値を設定するこ  

とは可能であると考えられた。   

各試験の無毒性量の最小値がラットを用いた慢性毒性試験の 4．4mg／kg  

体重／日であったことから、これを根拠として、安全係数100 で除した  

0．044mg／kg体重／日をADIとして設定した。  
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Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺菌剤  

2．有効成分の一般名  

和名：ボスカリド  

英名ニboscalid（ISO名）  

3．化学名  

nrPAC 

和名：2－タロロー」V（4’－タロロビフェニルー2・イル）ニコチンアミド  

英名：2・Chloro・N（4’－ChlorobiphenylT2・yl）nicotinamide  

CAS（No．188425・85・6）  

和名：2・タロロー〃（4しタロロ【1，1しビフェニ叶2・イル）甘ヒウリゾン加レポキシアミド  

英名：2・Chloro－N（4．－Chloro［1，r・biphenyl］－2－yl）－3－pyridinecarboxamide  

4．分子式  

C18H12C12N20  

5．分子1  

343．21  

6．構造式  

α   

7．開発の経緯   

ボスカリドはアニリド系化合物の殺菌剤であり、1992年、ドイツのBASF社により発見さ  

れた。ミトコンドリア内膜のコハク酸脱水素酵素系複合体の電子伝達を阻害することで灰色  

かび病、菌核病に効果がある。   

我が国では2005年1月になす、きゆうり、りんご及びなし等を対象に初めて登録されて  

いる（参照1～51）。諸外国では米国、カナダ、韓国、ドイツ、英国で登録されている。   

また、2005年1月25日にBASFアグロ株式会社（以下「申請者」とする。）より農薬取  

締法に基づく適用拡大登録申請がなされ、参照59～61の資料が提出されている。  
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Ⅱ．試験錯果概要   

ボスカリドのビフェニル環を14Cで均－に標識したもの（Bip－14C－ボスカリド）及びビリ   

ジン環3・位を14Cで標識したもの（Pyr・14C・ボスカリド）を用いて各種試験を行った。放   

射能濃度及び代謝物濃度はとくに断りがない場合ボスカリドに換算した。代謝物／分解物及   

び検査値等略称は別紙1及び2に示した。  

1．動物体内運命試験  

（1）ラットにおける動物体内運命試験（阜回投与）  

Bip－14C・ボスカリドを50mg此g休重（Bip・14C・ボスカリド低用量）又は500mgrkg体   

重（Bip－14C・ボスカリド高用量）の用量で、Pyr・14C－ボスカリドを500mg／kg体重（Pyr・14C－  

ボスカリド高用量）の用量でそれぞれ単回経口投与し、ボスカリドのWistarラットを用   

いた動物体内運命試験を実施した。  

投与後168時間の尿中及び糞中排泄率は、Bip－14C・ボスカリド低用量投与群ではそれ   

ぞれ投与量の15．7～16．4％m及び79．3～蝕9％mで、また、Bip・14C－ボスカリド及   

びPyr－14C－ボスカリド高用量投与群ではそれぞれ2．73～5．21％m及び89．6～   

97．4％TARであった。48時間後までの胆汁中排泄はBip・14C・ボスカリド低用量投与群で   

39．3～39．9％TAR、Bip－14C－ボスカリド高用量投与群で10．7～11．9％TARであった（表   

1）。呼気中排泄は認められなかった。  

表1 単回経口投与後の尿、糞、及び胆汁中排泄率  

Bip－14C・ボスカリド  Pyr－14C・ボスカリド  

低用量投与群   高用量投与群   高用量投与群   

尿中排泄率   15．7～16．4   2．73～2．88   3．80～5．21   

糞中排泄率   79．3～84．9   90．7～97．4   89．6～92．2   

胆汁中排泄率   39．3′－39．9   10．7～11．9  

★尿、糞中排泄率については、投与168時間後まで、胆汁中排泄率については投与48時間後まで   

Bip・14C・ボスカリド投与での血祭中放射能濃度は投与8時間後に最大となり、Bip－14C－  

ボスカリド低用量投与群では1．54～1．58〃g／g、Bip－14C－ボスカリド高用量投与群では  

3．77～4．46〝g／gであり、半減期はBip・14C・ボスカリド低用量投与群では30．1～41．7時  

間、Bip・14C－ボスカリド高用量投与群では20．2～27．4時間であった（表2）。  

表2 単回経口投与後の血莞中放射能濃度及び半減期  

Bip－14C・ボスカリド  

低用量投与群   高用量投与群   

血衆中放射能濃度（〃g／g）   1．54～1．58   3．77～4．46   

半減期（時間）   30．1～41．7   20．2′、27．4   

★血梁中放射能濃度は投与8時間後  
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投与168時間後の組織分布は、Bip－14C－ボスカリド低用量投与群では甲状腺及び肝に  

おいて高く、0．20～0．23pg／g及び0．10～0．13IJg／g、Bip・14C－ボスカリド及びPyr－14C－  

ボスカリド高用量投与群では甲状腺、骨髄、肝、腎及び副腎において高く、それぞれ1．21  

～3．03JJg／g、0．66～2．09〃g／g、0．30～0・90〃g／g、0・27～0・50〝g／g及び0・20～0・37〃  

g／gであった（表3）。  

表3 単回経口投与168時間後の組織分布（〃g／g）  

Bip・14C－ボスカリド  Pyr－14C－ボスカリド  

低用量投与群   高用量投与群   高用量投与群   

甲状腺   0．20～0．23   1．21～3．03   1．48～1．65   

肝   0．10～0．13   0．30～0．45   0．47～0．90   

骨髄   0．06   0．92～2．09   0．66～0．83   

腎   0，06～0．07   0．27～0．36   0．41～0．50   

副腎   0．03   0．20～0．37   0．28  

単回投与48時間後までの尿中ではボスカリドが0．16％TAR以下検出され、主要代謝  

物はFOl（フェニル環4位の水酸化体）、FO2（グルクロン酸抱合体）、F20（S－メチル化  

合物）及びF48（S・グルクロン酸抱合体）でありそれぞれ、Bip・14C・ボスカリド低用量  

投与群で9．58～15．8％TAR、2．95～4．33％TAR、0．46～0．57％TAR及び1．10～2．28％TAR  

が、また、Bip－14C－ボスカリド及びPyr－14C－ボスカリド高用量投与群では、それぞれ0・94  

～2．93％TAR、0．08～2．41％m、0．05～0，26％TAR及び0．03～0．26％TARが検出され  

た。糞中ではボスカリドがBip・14C・ボスカリド低用量投与群で投与量の30・5～  

41．0％TAR、Bip－14C－ボスカリド及びPyr－14C－ボスカリド高用量投与群で68・3～  

80．4％nlR検出され、主要代謝物はFOl、FO6（SH化合物）、F20（S・メチル化合物）  

及びF48であり、Bip－14C一ボスカリド低用量投与群で19・0～21・8％TAR、4・88～  

7．57％TAR、3，79～6．21％TAR及び2．84％TAR以下が、また、Bip・14C・ボスカリド及び  

Pyr－14C・ボスカリド高用量投与群では、FOlが4・10～5・5％m、FO6が3・00～7・59％m、  

FO48が0．42～0．63％TAR以下で検出され、F20は検出されなかった。胆汁中ではボス  

カリドは検出されず、主要代謝物はFO2及びFO5（システイン抱合体）であり、Bip・14C－  

ボスカリド低用量投与群で投与量のそれぞれ19．3％mR及び14．2％mが、また、  

Bip・14C－ボスカリド高用量投与群では、それぞれ4・78％TAR及び3・59％TARが検出され  

た（表4）。   

表4 単回経口投与48時間後の尿、糞及び胆汁中における主要代謝物（投与量％）  

Bip・14C一ボスカリド  Pyr－14Cボスカリド  

低用量投与群   高用量投与群   高用量投与群   

尿  N．D．～0．06   0．04～0．16   0．02～0．07  

中   9．58～15．8   1．04′、1．52   0．94′－2．93  

FO2   2．95～4．33   0．69～2．41   0．08～1．64   
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F20   0．46～0．57   0．05′－0，10   0．06～0．26  

F48   1．10～2．28   0．03～0．18   0．04～0．26   

糞  30．5～41．0   68．3′－80．4   70．2～72．9  

中   19．0～21．8   4．10－5．50   4．35～4．84  

FO6   4．88～7．57   3．00～7．00   3．81～7．59  

F20   3．79～6．21   N．D．   N．D．  

F48   N．D．～2．84   0．42～0．63   N．D．   

胆  N．D．   N．D．   N．D．  

汁  19．3   4．78   N．D．  

中   14．2   3．59   N．D．  

投与8時間後までの肝及び腎中ではボスカリドは投与量の0．01～0．03％TARで検出さ  

れた。主要代謝物は肝でFO2、F43（グルタチオン抱合体）及びF46（グルタチオン抱  

合体）であり、それぞれ0．20～0．38％TAR、0．14～0．26％TAR及び0．03～0．24％TARが  

検出された。腎ではいずれの代謝物も投与量の0．06％TAR以下であった。   

ボスカリドのラットにおける主要代謝経路は、ビフェニル環の水酸化（Fl）及びグル  

タチオン抱合（F46）、あるいはビリジン環クロル基とグルタチオンのチオール基との置  

換（F43）であると考えられた。（参照2～3）  

（2）ラットにおける動物体内運命試験（反復投与）  

非標識体のボスカリドを500mg／kg体重／日の用量で1日1回、14日又は28日強制経  

口投与後、Bip・14C－ボスカリドを同用量で単回経口投与し、ボスカリドのWistarラット  

を用いた動物体内運命試験を実施した。  

投与後48時間では、尿中に8．61～14．8％mR、糞中に67．7～75．7％m排泄された。   

尿中からは主要代謝物としてFOlが0．77～2．89％m、FO2が4．29～10．8％TAR、糞   

中からはボスカリドが29．4～38．0％m、主要代謝物としてFOlが12．9～24．5％TAR  

検出された。  

反復投与による代謝は単回投与と比較して顕著な差は認められなかった。（参照4）   

2．植物体内運命試験  

（1）レタスにおける植物体内運命試験  

Bip・14C・ボスカリド及びPyr－14C－ボスカリドを用いて散布液を調製し、ポット栽培のレ   

タス（品種：Nadine）に1回あたり700gai仙aで、1回目の散布は移植8日後に、その   

後14日間隔で2回の計3回散布後、最終散布18日後に検体として茎葉部を採取し、ボ   

スカリドのレタスにおける植物体内運命試験を行った。  

総残留放射能は17．5～17．6mg／kgであり、抽出された放射性物質はほぼ全てボスカリ   

ドであった。  

ボスカリドはレタスにおいてほとんど代謝を受けないと考えられた。（参照5）  
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（2）ぶどうにおける植物体内運命試験  

Bip－14C－ボスカリド及びPyr－14C・ボスカリドを用いて散布液を調製し、ぶどう（品種：   

Mueuer・murgau）に1回あたり800ga此aで3回散布後、最終処理45日後に検体と   

して果房及び茎葉部を採取し、ボスカリドのぶどうにおける植物体内運命試験を行った。  

果実、果柄及び菓部のTRRは1．18～2．07mg／kg、12．4～19．6mg／kg及び43．7～63．4   

mg此gであり、このうち、ボスカリドは果実、果柄及び葉部で92．2～92．7％TRR、96．4   

～97．6％TRR及び95．6～96．1％TRR検出された。  

ボスカリドはぶどうにおいてほとんど代謝を受けないと考えられた。（参照6）  

（3）いんげんまめにおける植物休内運命試験  

Bip－14C－ボスカリド及びPyr・14C・ボスカリドを用いて散布液を調製し、1回あたり500   

gai几aでいんげんまめ（品種：Hild’s Maxi）の開花始期に1回散布し、その後8～10   

日間隔で2回散布後、最終散布14～15日後（未成熟期）、51～53日後（成熟期）に検体   

として子実、英及び茎葉部を採取し、ボスカリドのいんげんまめにおける植物体内運命   

試験を行った。  

未成熟期の子実、英及び茎葉部のTRRは0．067～0．198mg／kg、0．108～0．903mg此g   

及び17．0～66．2mg肱g、成熟期では0．126～0．205mg此g、1．37～6．12mg／kg及び93．8   

～127mg瓜gであった。このうち、ボスカリドは未成熟期の子実、英及び茎葉部で64．9   

～87．5％TRR、87．0～96．7％TRR及び98．4～98．6％TRR、成熟期で36．9～72．0％TRR、   

79．7～94．5％TRR及び93．6～95．1％TRR検出された。同定された代謝物は、Pyr－14C・ボ   

スカリド処理群で代謝物F47（クロロニコチン酸）が未成熟期の子実及び英で9．97％TRR   

及び2．15％TRR、成熟期の子実及び奏で1．72％TRR及びl．11％TRR、Bip－14C－ボスカリ   

ド処理群で代謝物F62（クロロフェニルアミノベンゼン）が成熟期の茎葉部で0．50％TRR   

検出された。  

ボスカリドはいんげんまめにおいてあまり代謝を受けず、代謝■を受ける場合の主要代   

謝経路は、ビフェニル環部分とビリジン環部分のアミド結合の開裂であると考えられた。   

また、想定代謝物からビフェニル環またはビリジン環の水酸化とそれに続く抱合化が起   

こると考えられた。（参照7）  

3．土壌中運命試験  

（1）好気的土壌中運命試験  

Bip・14C－ボスカリド及びPyr・14C・ボスカリドをそれぞれ0，993mg戊g、1．022mgrkg  

の用量で砂質壌土に添加後、20℃の暗所で364日間インキュベーションし、ボスカリド  

の好気的土壌中運命試験を行った。  

Bip－14C・ボスカリド処理土壌では、非抽出性放射能は試験開始266日目で62．7％m  

に達し、364日目には60．0％となった。二酸化炭素の発生量は、累積で15．5％TARであ   

った。Pyr－14C－ボスカリド処理土壌では、非抽出性放射能は364日目に50．1％TARに達  

し、二酸化炭素は累積で25．4％であった。  

抽出性残留放射能（ERR）は経時的に減少し、364日後では17．8～18．4％TARであっ  

た。このうち、ボスカリドは16．7～17．3％m、分解物のうちF49及びF50が0．1～  
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0．2％m、0．1％TAR以下検出された。ボスカリドの半減期、90％分解期間はそれぞれ  

108日、360日であった。   

ボスカリドは好気性土壌中で緩やかな分解を受け、分解を受ける場合の主要分解経路  

は、ビリジン環の水酸化（F50）又はビリジン環のクロロ基の置換水酸化（F49）である  

と考えられた。（参照8）  

（2）嫌気的土壌中運命試験  

湛水にして嫌気状態の砂質壌土にBip・14C－ボスカリドを1mg此g及び30mg戊g、   

Pyr－14C－ボスカリドを1mg／kgになるように添加し、20℃の暗所で120日間インキエペ   

－ションし、ボスカリドの嫌気的土壌中運命試験を行った。   

1mgrkg処理時のERRは経時的に減少し、120日後では73．9～84・2％TARであった。   

このうち、ボスカリドはi3．6～77．0％TAR、同定された分解物として、Pyr－14C・ボスカ   

リド処理群ではF47が6．7％TAR、Bip－14C－ボスカリドでは30mg此g処理群ではFO8（ビ   

リジン環の脱塩素化合物）、F49、F50等が確認された。二酸化炭素は120日後には0．1   

～0．4％mR生成した。ボスカリドの半減期は261～345日であった。  

ボスカリドは嫌気的土壌中であまり分解を受けず、分解を受ける場合の主要分解経路   

は、ビフェニル環部分とビリジン環部分のアミド結合の開裂であると考えられた。また、   

わずかながら、ビリジン環の水酸化（F50）、ビリジン環のクロロ基の置換（FO8）又は   

置換水酸化（F49）が起こると考えられた。（参照9～10）  

（3）土壌表層光分解試験  

Pyr－14C・ボスカリドを最大容水量の40％に水分を調整した砂質壌土に乾燥土壌当たり   

4．6〃g／gで添加後、22±1℃で15日間キセノン光を照射（290nm以上で3皿W／cm2）し、   

ボスカリドの土壌表層光分解試験を行った。  

15日間の光照射後、ボスカリドは90．6％mが残留していた。二酸化炭素の発生量   

は15日後に0．2％1AR－であった。ボスカリドの半減期は135日であった。暗条件下では   

分解は認められなかった。  

ボスカリドの土壌表層における光分解性は緩やかであるが、光によってその分解が促   

進すると考えられた。（参照11）  

（4）土壌吸着試験  

ボスカリドの土壌吸着試験を4種類の国内土壌（畑地土壌淡色黒ボク土、畑地土壌灰   

色低地土、水田土壌灰色低地土、畑地土壌砂丘未熟土）を用いて行った。  

吸着係数Ⅹads＝15．5～37．2、有機炭素含量に基づく吸着係数KadsOC＝6．72×102～1．76   

×103であった。（参照12）  

4．水中運命試酸  

（1）加水分解試験  

Bip－14C－ボスカリドをpH4、PH7、PH9の各緩衝液に濃度3mg瓜になるように加   

えた後、50℃で5日間又は25℃で30日間それぞれインキュべ－ションし、ボスカリド  
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の水中加水分解試験を行った。   

50℃における 5 日後及び25℃における 30 日後の緩衝液中での放射能量は100～  

101％mR及び99．4～99．5％mであった。ボスカリドはほとんど加水分解されず半減  

期は算出されなかった。（参照13）  

（2）水中光分解試験（緩衝液、自然水）  

Pyr－14C一ボスカリドをpH5の滅菌酢酸緩衝液及び非滅菌自然水にそれぞれ濃度約3   

〃g／mL及び2．33〃g／mLになるように加えた後、22±1℃で15及び8日間キセノン光   

を照射（315～400nmの範囲で3mW／cm2）し、ボスカリドの水中光分解試験を行った。  

15日後の緩衝液中での放射能量は94．4％mであった。また、8日後の自然水中で   

の放射能量は処理量の94．4％TARであった。半減期は算出されなかった。（参照14～15）  

（3）水中光分解試験（蒸留水、河川水）  

ボスカリドを滅菌蒸留水及び滅菌河川水に濃度約1mg几になるように加えた後、24．6   

～24．8及び24．9～26．6℃で120時間キセノン光を照射（290～800nmの範囲で609及   

び612W／m2）し、ボスカリドの水中光分解試験を行った。  

残存濃度は120時間後に蒸留水及び河川水で0．996mg几及び0．944mg几であった。   

半減期は算出されなかった。（参照16）  

（4）水中光分解試験（自然条件下）  

Bip－14C・ボスカリドを底質相の共存下、非滅菌自然水に700gaJha（試験系として460   

〃g ai．／2L）になるように加えた後、自然光暴露下で120日間インキュベーションし、   

ボスカリドの水中光分解試験を行った。  

水相中放射能濃度は経時的に減少し、120日後には22．0％TARであった。一方、底質   

相中放射能濃度は、103日後に80．3％TARで最大となり、120日後には51．2％TARで   

あった。物質収支損失は120日後に26．8％TARであり、主にCO2の生成によるものと   

考えられた。  

抽出された放射性物質のうち、120 日後にはボスカリドが水相及び底質相で19．2％   

m及び26．5％TAR、同定された分解物は水相中でF64（パラクロロ安息香酸）が最大   

9．42％TAR検出された。  

ボスカリドの水中光分解経路として、パラクロロ安息香酸及び未知代謝物への分解、   

無機化等が起こると考えられた。（参照17）  

5．土壌残留試験  

火山灰軽埴土、砂丘未熟砂土、洪積埴土を用いて、ボスカリドを分析対象化合物とし   

た土壌残留試験（容器内及び圃場）が実施された。その結果は表6のとおりであり、推   

定半減期は、容器内試験では約160～285日、圃場試験では約30～110日であった。（参  

照18）  

表6 土壌残留試験成績（推定半減期）  
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試験   土壌   濃度   推定半減期   

火山灰軽埴土   純品  約270日  

容器内試験  
砂丘未熟砂土  1．40mg化g  約170日  

火山灰軽埴土   純品  約285日  

洪積埴土  2．80mg／kg  約160日   

圃場試験   
火山灰軽埴土  DF  約30日  

砂丘未熟砂土  1410gai．瓜a  約110日   

注）DF：ドライフロアプル  

6．作物残留試験  

野菜、果実及び豆類を用いて、ボスカリドを分析対象化合物とした作物残留試験が実   

施された。その結果は別紙3のとおりであり、果皮を除く最高値は、最終散布後1日目に   

収穫したいちごの7・39mg丑gであったが、3日目、7日目にはそれぞれ7．00mg／kg、4．46  

mg此gと減衰した。（参照19～20、60～61）  

作物残留試験成績に基づき、食品から摂取されるボスカリドの推定摂取量は表5に示  

されている。なお、本推定摂取量の算定は、申請された使用方法からボスカリドが最大  

の残留を示す使用条件で、全ての適用作物に使用され、加工・調筆削こよる残留農薬の増  

減が全くないとの坂定の下に行った。   

表5 食品中より摂取されるボスカリドの推定摂取量（単位＝〃〆人／日）  

残留値  
小児  

国民平均  妊婦  
高齢者  

作物名  （1～6歳）  （65歳以上）  
bpm）  

ぽ   摂取量   ぼ   摂取量   ぼ   摂取量   茸   摂取量   

′J、豆   0．12三i   
1．4   0．50   0．5   0．18   0．1   0．04   2．7   0．97   

いんげん   0．36   

キャベツ   0．64   22．8  14．59  9．8   6．27  22．9  14．66  19．9  12．74   

レタス   0．91   6．1   5．55  2．5   2．28   6．4   5．82   4．2   3．82   

たまねぎ   0．02   30．3  0．61  18．5  0．37  33．1  0．66  22．6  0．45   

トマト   0．84   
24．3  52．2  16．9  36．3  24．5  52．7  18．9  40，6   

ミニトマト   2．15   

ピーマン   2．54   4．4  11．18  2．0   5．08   1．9  4．83   3．7  9．40   

なす   0．69   4．0   2．76   0．9   0．62   3．3   2．28   5．7   3．93   

きゆうり   1．25   16．3  20．38  8．2  10．25  10．1  12．63  16，6  20，75   

すいか   0．02   0．1   0．00   0．1   0．00   0．1   0．00   0．1   0．00   

メロン   0．01   0．4   0．00   0．3   0．00   0．1   0．00   0．3   0．00   

ミカン   0．14   41．6  5．82  35．4  4．96  45．8  6．41  42．6  5．96   

夏みかん   2．81   0．1  0．28  0．1   0．28  0．1   0．28   0．1  0．28   
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小粒カンキツ   2．52   0．4  1．01  0．1  0．25  0．1   0．25  0．6   1．51   

りんご   0．40   35．3  14．12  36．2  14．48  30．0  12．00  35．6  14．24   

なし   0．45   5．1   2．30   4．4   1．98   5．3   2．39   5．1   2．30   

もも   0．02   0．5  0．01   0．7  0．01   4．0   0．08   0．1   0．00   

ネクタリン  0．58   0．1   0．06   0．1   0．06   0．1   0．06   0．1   0．06   

おうとう   0．84   0．1   0．08   0．1   0．08   0．1   0．08   0．1   0．08   

いちご   4．28   0．3   1．28   0．4   1．71   0．1   0．4   0．3   1．28   

ぶどう   3．86   5．8  22．39  4．4  16．98  1．6   6．18   3．8  14．67   

合計  155．12  102．14  121．75  133．04   

注）・残留値は、申請されている使用時期・回数のうち最大の残留を示す各試験区の平均残留値を用い  

た。   

・「軌：平成10年～12年の国民栄養調査（参照69～71）の結果に基づく農産物摂取量（g／人／日）   

・「摂取量」：残留値及び農産物残留量から求めたボスカリドの推定摂取量（〃g／人／日）   

・／ト豆といんげんの農産物摂取量はまとめて算出されているため、残留値の高いいんげんの値を用  

いた。   

・トマトの値は、トマトとミニトマトのうち残留値の高いミニトマトの値を用いた。  

7．一般薬理試験  

マウス、ラットを用いた一般薬理試験が実施された。結果は表6に示されている。（参  

照21）  

表7 一般薬理試験  

動物数   投与量   無作用量   作用量   

試験の種類   動物種  
結果の概要  

0，320，8（氾，  8∝）m亦g休重  

状態   マウス  雌雄 3   2（X氾，5∝氾  320   800  以上の用量で自  

腹腔内）  発運動斬  

中  

枢  ラット  雄 5   
0，2∝旧，5㈱  

5000  
（経口）  

影響なし  

神  

経  

系  0，128，320，  3却m亦g体重  

ヘキリ／、～ルビタール  800，2000，  
マウス  雄 8  

以上の用量で睡  
128   320  

睡眠  5（X氾  眠時間の延昆  

鵬把内）  

0，2∝X），5（X氾  影響なし   
体温   ラット  雄 5  5000  

（経口）  
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動物数   投与量   作用量   

試験の種類   動物種      無作用量  
結果の概要  

循  

環  
ラット  雄 5   

0，2∝旧，5（X氾  
5000  

器  （経口）  

影響なし   

系   

自  

律  

神  ラット  雄 5   
0，2（X氾，㈱  

5000  
（経口）  

影響なし   

経  

系   

消  
0，128，320，  

化  
800，2（I∝），  

5000  
5αX）  

影響なし   

器   
働空内）  

格  ラット  雄 5   
0，2（X氾，5㈱  

5000  
（経口）  

影響なし   

筋   

尿量、尿中電  

解質濃度、排  

泄量、浸透  

腎  0，20∝），抑∝）  
ラット  雄 5  5000  

臓  （経口）  

影響なし   

質、ケトン  

体、グルコー  

ス量  

8．急性書性試験  

（1）急性書性試験（経口／桂皮／吸入：ラット・マウス）  

ボスカリドのWistarラット及びICRマウスを用いた急性経口毒性試験、Wistarラッ   

トを用いた急性経皮毒性試験、Wistarラットを用いた急性吸入毒性試験を実施した。急   

性経口LD50はラット及びマウスの雌雄で5，000mg此g体重超、経皮LD50はラットの雌   

雄で2，000mg／kg体重超、吸入LC50はラットの雌雄で6．7mg几超であった。（参照22  

～25）  

代謝物F49のWistarラットを用いた急性毒性試験を実施した。急性経口LD5。はラッ   

トの雌雄で2000mg此g超であった。（参照26）  

（2）急性神経毒性試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌雄各10匹）を用いた単回強制経口（原休：0，500，1000，2000  
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mg肱g体重）投与による急性神経毒性試験を実施した。  

2000mg／kg体重投与群の雌で立毛が認められた。いずれの投与群においても本剤投与  

による神経毒性影響は認められなかった。  

本試験での一般毒性の無毒性量は雄で2000mg／kg体重、雌で1000mg耽g体重、神経   

毒性の無毒性量は雌雄で2000mg／kg体重であると考えられた。（参照27）   

9．眼・皮膚lこ対する刺激性及び皮膚感作性  

ニュージーランド白色ウサギを用いた眼一次刺激性試験及び皮膚一次刺激性試験を実   

施した。眼刺激性及び皮膚刺激性は認められなかった。（参照28～29）  

モルモットを用いた皮膚感作性試験（Maximization法）を実施した。皮膚感作性は認  

められなかった。（参照30）  

10，亜急性毒性試験  

（1）90日間亜急性毒性試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌雄各10匹）を用いた混餌（原体：0，100，500，2000，5000，15000   

ppm（雄：0，7，34，137，347，1060、雌：0，8，40，159，395，1230mg／kg体重／日に相当））  

投与による90日間亜急性毒性試験を実施した。  

15000ppm投与群の雄で血中トリグリセリドの減少、甲状腺体重比重量（以下「比重  

量」とする）の増加、牌比重量の減少が、雌でプロトロンビン時間の短縮、血中総蛋白、  

グロブリン及び総コレステロールの増加が、5000ppm以上投与群の雌雄で肝比重量の  

増加、小葉中心性肝細胞肥大が、雄で血中カルシウム濃度、総蛋白及びアルブミンの増   

加、副腎比重量の減少が、雌で血中γ・GTPの増加、甲状腺比重量の増加が、2000ppm  

以上の投与群の雄で血中γ－GTPの増加甲状腺ろ胞上皮細胞肥大、甲状腺びまん性過形  

成が認められた。  

本試験において2000ppm投与群の雄及び5000ppm投与群の雌でγ－GTPの増加等   

が認められたことかち、無毒性量は雄で500ppm（34mg此g体重／日）、雌で2000ppm   

（159mg／kg体重／日）であると考えられた。（参照31）   

（2）90日間亜急性毒性試験くマウス）  

C57BU6マウス（一群雌雄各10匹）を用いた混餌（原体：0，150，1000，4000，8000   

ppm（雄：0，29，197，788，1520、雌：0，42，277，1180，2210mg／kg体重／日に相当））投  

与による90日間亜急性毒性試験を実施した。  

8000ppm投与群の雌で血中トリグリセリドの減少が、4000ppm以上投与群の雄で  

血中総蛋白、アルブミン及びグロブリンの減少、高度な肝細胞脂肪化が、雌で血中M  

の増加が、1000ppm以上投与群の雌雄で肝実重量（1000ppm投与群の雌を除く）及び  

比重量の増加が認められた。  

本試験において1000ppm投与群の雌雄で肝比重量の増加等が認められたことから、   

無毒性量は、雌雄で150ppm（雄29mg此g体重／日、雌：42mg／kg体重／日）であると  

考えられた。（参照32）  
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